
　読者の声を中心に、市民の皆さんと広報・
マーケティング係で作る交流コーナーです。広
報ふくつの感想や市政へのご意見、ふるさと
福津市への思いや日々の生活のことを掲載し
ます。たくさんの声をお寄せください。

く
「
な
が
ら
行
動
」
は
危
な

い
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
と
い

わ
れ
ま
す
が
「
な
が
ら
喫
煙
」
も
、

と
て
も
迷
惑
で
す
。
歩
き
な
が
ら
や

自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
た
ば
こ
を

吸
っ
た
り
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
窓

を
開
け
、
灰
を
車
外
に
落
と
し
た
り

す
る
人
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
受
動

喫
煙
は
体
に
悪
影
響
で
す
し
、
灰
が

顔
に
飛
ん
で
き
た
ら
大
変
危
な
い
で

す
。
た
ば
こ
の
マ
ナ
ー
を
ど
う
に
か

し
て
く
だ
さ
い
。
（
Y
・
I
さ
ん
／

花
見
の
里
）

　
昨
年
４
月
に
健
康
増
進
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
で
、
原
則
、
屋
内
は
禁

煙
と
な
り
、
施
設
や
店
舗
で
の
喫
煙

ル
ー
ル
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

受
動
喫
煙
を
な
く
そ
う
と
い
う
風

潮
は
確
か
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
屋
外
で
の
喫
煙
に
関

し
て
は
「
な
が
ら
喫
煙
」
を
含
め
、

喫
煙
者
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
世
界
保
健
機
関
は
５
月
31
日
を

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
定
め
、
国
内

で
も
5
月
31
日
か
ら
6
月
6
日
を
禁

煙
週
間
と
定
め
て
喫
煙
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

福
津
市
出
身
力
士
を

応
援
し
た
い

　
市
で
も
、
広
報
紙
な
ど
で
、
た
ば

こ
と
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

普
及
す
る
た
め
に
「
た
ば
こ
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
」
を
周
知
す
る
な
ど
、

受
動
喫
煙
の
防
止
や
喫
煙
マ
ナ
ー
向

上
の
た
め
の
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

津
市
出
身
の
「
北
の
峰
」
と

い
う
力
士
が
い
ま
す
。
先
日
、

新
聞
の
「
郷
土
力
士
」
の
記
事
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
い
う
経

歴
の
力
士
で
す
か
。
応
援
し
た
い
で

す
。
（
ミ
モ
ザ
の
人
／
光
陽
台
／
72

歳
）

　
「
北
の
峰
」
と
い
う
力
士
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
日
本
相
撲

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
八
角
部
屋
に
所
属

す
る
序
ノ
口
二
十
三
枚
目
の
福
津
市

出
身
力
士
で
す
。

　
北
の
峰
力
士
の
亡
く
な
ら
れ
た
お

父
さ
ん
も
福
津
市
出
身
の
力
士
で
、

数
年
前
ま
で
市
内
で
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の

店
「
北
の
峰
」
を
経
営
し
て
い
ま
し

た
。
二
代
に
わ
た
っ
て
福
津
市
出
身

で
、
現
在
頑
張
っ
て
い
る
力
士
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
投
稿

た
ば
こ
の
マ
ナ
ー
を

ど
う
に
か
し
て

福

よ

　 津屋崎千軒民俗館 藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
● 開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）

シボリコミュニティ　福岡　作品展
　仲間と共に一年間制作した作品を、展示販売します。
日 6月10日（木）～14日（月）まで
※10日は午後1時から開始、14日は午後2時で終了します。
藍の家放送局
　「いのうえあきひろ」のギターの弾き語りです。すてきな声
でオリジナル曲やカバー曲を聴かせます。
　 6月20日（日）午後1時～午後3時
藍染め体験
　伝統的な発酵建ての本藍による正藍染め体験です。
　 6月24日（木） 午前10時～正午
　 3,000円
 　ビニール手袋、エプロン
※要予約、先着5人
夏の思い出　ソレイユ弦楽四重奏団演奏会
　夏や海をイメージして「砂山」「夏の日の思い出」「水上の
音楽」や「浜辺の歌」などを演奏します。
 　6月26日（土）午後2時～午後3時

今日の「いいざい」
天然マダイの季節がやってきました

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

　福間漁港では、毎年5月から12月までごち網漁
が解禁され、地元漁師の皆さんは、マダイの漁に
出ます。日の出と共に出漁し、出荷作業は深夜に
まで及びます。この天然マダイは福岡市中央卸売
市場でも「一番競り」にかかる一級品で、その理
由は活き締め、神経締めなど、漁師の皆さんの技
術の高さにもあります。このマダイはお魚セン
ターうみがめ、ふれあい広場ふくま、あんずの里
市の市内3つ
の直売所で
も購入でき
ます。ぜひ
福津産の天
然マダイを
お召し上が
りください。▲福間地区の漁師の皆さん

　　
ふ
く
つ
の
古
墳
ま
つ
り
で
募

集
し
て
い
た
「
春
の
古
墳
で
一

句
」
の
入
選
作
品
が
、
応
募
総

数
２
７
６
句
の
中
か
ら
決
定
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
、
市
役
所
や
新

原
・
奴
山
古
墳
群
に
あ
る
古
墳

馬
車
の
バ
ス
停
内
に
掲
示
し
て

い
ま
す
。

最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　「
古
墳
巡
り
　

紋
白
蝶
に
　
誘
は
れ
て
」
（
真

子
敬
明
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　「菜
の
花
と

　
い
に
し
え
人
と
　
空
の
青
」

（
林
田
健
介
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　「馬
車
に
乗
り

　
行
っ
て
み
た
い
な
　
ど
こ
ま

で
も
」（
み
お
ゆ
り
さ
ん
）

　
ふ
く
つ
の
古
墳
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
事
務
局
ホ
ー
ス
プ
ラ

ン
内
）
☎
５
１
・
１
２
９
２

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
の
か
た
な
ど
誰
で
も

気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

　
６
月
15
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
１
０
０
円
（
茶
菓
子
代
な

ど
）
　

ゴ
ス
ペ
ル
曲
な
ど
す
て
き
な

歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
６
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

ク
ワ
イ
ア
カ
フ
ェ

〜
午
後
３
時

　
30
人
　※

要
予
約

本
格
的
な
管
弦
楽
の
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
６
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時

〜
正
午

30
人
　※

要
予
約

　
平
川
卓
哉
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演

奏
と
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
６
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
午
後
３
時

30
人
　※

要
予
約

　
書
と
て
ん
刻
の
教
室
で
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

　
６
月
の
毎
週
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
正
午

　
１
回
千
円

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
☎
５

２
・
２
１
２
２

青
山
正
泉
木
ご
こ
ろ
書
の
会

あ
お
や
ま
せ
い
せ
ん

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止

や
延
期
、
内
容
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲12人の入賞作品を紹介しています

ふ
く
つ
の
古
墳
ま
つ
り

「
春
の
古
墳
で
一
句
」の

入
選
作
品
が
決
定

ふ
く
つ
の
古
墳
ま
つ
り

「
春
の
古
墳
で
一
句
」の

入
選
作
品
が
決
定

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

な
ご
み
歌
カ
フ
ェ

な
ご
み
歌
カ
フ
ェ

Pickup Events
まちの観光イベントをご紹介

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
津
屋
崎

お
題【
古
墳
】

お
題【
古
墳
】

お
題【
菜
の
花
】

お
題【
菜
の
花
】

お
題【
馬
車
】

お
題【
馬
車
】

▲美しい歌声が響く館内

街角カメラリポート
読者の皆さんから寄せられた、市内の出来事や旬の話題をお届け

　あんずの里には、百段以上の
長々と続く階段がある。15年ほ
ど前まで市民ランナーだった私は、
階段上りを練習の一環として取り
入れた。
　あれは盛夏の頃。駆け足で上り
始め、残り数十段になったところ
で足が動かなくなり、両手を前に
着きながら這うようにして、なん
とか上りきった。景色を楽しむ余
裕もなく、手すりにつかまりなが

ら階段を下り「やっと終わった」
と思い、ふと顔を上げると、氷水
の入ったコップを両手に持った、
一人の女性が立っていた。「飲ま
んね」とコップを手渡され、その
氷水を飲むと、本当に生き
返ったような気分だった。
「あんまり無理しなさんな
よ」と言って、その女性は
近くの白いカフェに入って
いった。
　今でも、あんずの里を訪
れる度に「あの女性はどう

しているかな」と思う。確認しよ
うと思えばできないこともないだ
ろうが、なんとなくできなくて、
今でもいい思い出として私の心の
中に生き続けている。

▲春にはあんずと桜の花でピンクに染まります

　「好いとお！福津」と「街角カメラレポート」は皆さんと一緒に作るページです。市内での出
来事や広報紙の感想などがあれば、29ページのはがきやメールなどで受け付けています。
　なお、お送りいただいた内容は、加筆、修正、短縮する場合があり、原稿や写真は返却しませ
んのでご了承ください。また、匿名を希望する場合は、その旨を明記してください。たくさんの
声をお待ちしています。

あんずの里の階段

は

投
稿
大
募
集

今回は津屋崎のT・Uさんからの投稿です

　＝日時、日程　　＝定員　　＝費用　　＝持参物日
場

定 ￥ 持
問＝場所　　＝受付、問い合わせ　☎＝電話番号

日

問

問 定日

￥

日 日￥

福津いいざい ☎72・6333問

日

日

日

日

￥
持

問

日

定 定

問

広報ふくつ23 広報ふくつ 22
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